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 件   名 
 

 

グローブボックスのグローブ交換作業中におけるα（アルファ）線ダストモニ

タの高警報発報 

事象の概要 
 

 

（１）発生場所：機器 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋：α線ダストモニタ 

 

（２）設備の概要 空気中の放射性物質（α線を放出するもの）を測定するための装置で、検出量が多い場合には

警報を発報する。 

（３）発生の状況 グローブボックスのグローブ交換作業中 

 

（４）概要 グローブボックスのグローブ交換作業中、放射性物質が室内に漏洩し、近傍のα線ダストモニタ

の指示値が上昇し、高警報が発報 

＊他の建屋も含め同種の作業においても、同様な汚染の発生が予想される。 

（５）原因 不適切な手順による作業の実施や、交換するゴム製グローブの偶発的な破損 

 事象による影響 
 

 

（１）工場外への影響 工場外への影響は生じない。 
放射性物質を除去するフィルタ等を有するウラン・プルトニウム混合脱硝建屋換気設備が稼動している室

内での事象及びそれに伴う復旧作業であり、放射性物質の放出等工場外への影響は発生しない。 

 

（２）安全性への影響 安全上の問題は生じない。 
作業区域の汚染であり、グローブボックス内は負圧に保たれているため、これ以上の事象の進展はなく、

安全上の問題は生じない。 

 

（３）作業員への影響 作業員への影響は発生しない。 
異常被ばくのないこと、身体汚染のないことを確認し、万一身体汚染等が認められた場合は、直ちに汚染

を除去することによって作業員への安全を確保するため、作業員への影響は生じない。 

 

（４）他工程への影響 他工程に影響が発生しない。 
汚染の除去が終わるまで、当該作業が影響を受けるが、他工程には影響は生じない。 

 

(1) グローブを正しい状態にセットする。 

(2) 作業員の汚染、被ばくがないことを確認する。 

(3) 定められた手順により区域の汚染除去を行う。 
 対応の概要 

(4) 除染後、汚染の除去を確認する。 

公表区分＊１ 翌平日に公表（ホームページへ掲載） 

 

情報区分＊1 
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ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料
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主排気筒

事象概要 

α線ダストモニタ

グローブックス

グローブックスのグローブを交換作業中

に、放射性物質が室内に漏えいし、α線ダ

ストモニタの高警報が発報。

高警報発生

警報音吹鳴

破損


